
(2) 因伯の名水 (昭和60年 6 月 県選定及び平成 2 年1 2 月 県追加選定)
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@) 因伯の名水 (昭和6。年 6 月 県三選定め髪平成 2 年琺2 月 県追加選 . - 形 錦 ‐ 鱈 要
区分 名 称 吸 交 仕 通 炉 水 の 形 悪 詞弩罷嗣湧水で桑も 、 地区住民の生活用水 と し て大切 に保全、
(注 ) 八頭郡八東町用 呂 水 活用 さ れて お り 、 ま た 、 重要なかんがい 用水の一つ で も あ る 。一一 ょぅ る し みず 湧

. 用 呂 の 清 水 難盤認めバス で10分 ( 3 ' 00 o m3/ 雙 鰹瓣あ露窟競落護捻礬灘愈おふ せ し みず 気高郡気高町殿 湧

セ 布 勢 の 清 水 ( 山陰線浜村駅か らバス で 1 5 分) ( 1 , 00o m" 弓忌 麟纜獨議礬縦箋礬藝鳥類傑瘢
の 鋳童麟 ｢ ダキ ｣ (離礬難蟆灘バス で25分 ) (湧 m m3/ 日 ) 鰭翫か ら漱が湧 き脈“ り 滝地蔵が恥れね ･ ‘ 。 水道水
中 - じ ぞぅ だき ぃする 西伯郡岸本町丸 山 湧 水 源、 かんがい 用水に 利用 さ れ、 セ リ 、 ク レ ソ ン の栽培を行な っ

の 地 蔵 滝 の 泉 (伯 備線岸本駅か らバス で 1 5 分 ( 3 o , ooo mツ 日 ) 莪キ,“ず “ い 、 亜熱帯性“ “ ' ‘ ･ “ 痔が群生 し てお り 、

“ “ “ ,、“議蚤廷鰐伝 . “ 奏薦鑓縦援籟も観礬秀囃蕾め、 多
多 鯰 ケ 池 ( 山陰線鳥取駅か らバ ス で2 o分 ) 千代川 の清流が岸辺を洗 う こ の水域 は江戸時代か ら 続いてい る

鑓離水着会議熱愛褻要務劣 勢 うた I, 蓬讓擬せ臭蟻簾報謝雙会議麦誇る
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おお の いけ

大 野 池

西伯郡大山町飯戸
(山陰線大山 口駅か ら バス で2 0分
さ ら に徒歩1 0分)

湖 沼
湖岸は水際か ら広が り を みせて野原 と な っ て松林 に連な り 、 山
腹 に い だかれた美 し い 湧水の池で四季を通 じ訪れ る 人 々 が多 い 。辺

う いけ

鵜 の 池
日 野郡 日 野町下黒坂

(伯備線黒坂駅か ら 4. 2 km )
湖 沼

標高 400 m の 山頂 に あ る 周 囲 4 km の美 し い池で、 公認のオ リ エ
ンテー リ ングコ ー ス を は じ め 、 春の鶏の池マ ラ ソ ンな ど人々 のふれ
あ い の場 と な っ て い る 。 又 、 周辺 は野鳥の天国で あ る 。

歴史の水
こ り と り がわ

垢 離 取 用
東伯郡三朝町三徳山

( 山陰線倉吉駅か らバ ス で30分 )
河 川

霊場三徳山 の雨水を集め て流れ る 清流。 昔、 参拝者が こ の水で
身を清めて入山 し た と 伝え ら れ る ｢身清め の滝｣ が あ る 。

てん の う すい

天 皇 水
東伯郡赤碕町高岡

( 山陰線赤碕駅か らバ ス で1 5分 )

湧 水

( 5 0 0 m 3/ 日 )

後醍醐天皇が隠岐島か ら京都に還御の途中 、 天皇の指 さ さ れた
岩を起 し た と こ ろ 、 泉が湧 き 出 し た と 伝 え ら れ る 。 今 も 地域の
生活用水 と し て使用 さ れて い る 。

あか まつ いけ

赤 松 の 池
西伯郡大山町池 ノ 原

( 山陰線大山 口駅か らバ ス で 1 6分
さ ら に徒歩20 分 )

湖 沼

古 く か ら 雨 ごい や 、 幸福を成就す る 女蛇神が住む と 広 く 言い伝
え ら れた伝記の池 。

ふるさとの渓流

ああ だき けい こ 4

雨 滝 渓 谷
岩美郡国府町雨滝

(山陰線鳥取駅か らバ ス で45分
さ ら に徒歩 2如 )

河 川

(雨滝川… 雨滝を中心に上、 下流 300 、m及び仏谷川上流300 m程度)
水量豊富な滝を有す る 渓谷は景観がすば ら し く 、 自 然性 に 富み、
キ ャ ン プ 、 避暑地 、 紅葉な ど訪れ る 人が多い 。

み たき けい

滝 渓
八頭郡河原町北村

( 山陰線鳥取駅か ら バ ス で20分
さ ら に徒歩30分 )

河 川

(曳 田川 … 千丈滝か ら 下流 3 km 程度の間 )
変化 に富んだ滝の数々 、 絶壁 と 奇岩の 間 を流れ る 美 し い渓流 は 、
四季を通 じ て人々 に親 し ま れてい る 。

もろ が &九･ こ く

者 鹿 渓 谷
八頭郡若桜町諸鹿

(若桜鉄道若桜駅か ら バス で2 0分)
河 川

(来見野川 …諸鹿部落か ら上流 5 km 程度)
溶岩流で出来た岩や諸鹿七滝 と 称 さ れ る 滝 々 の奇観が続 き 、 一
帯 に ブナ 、 ト チ の 自 然林が広がる景観がすば ら し い 。

磐 津 波
八頭郡智頭町茸津

(因美線智頭駅か らバ ス で20分
さ ら に徒歩30分)

河 川

Gヒ肢川… 三滝を 中心 と し た上、 下流 4 km程度)
芦澤 自 然保護林の 中 を流れ る 水量豊富な渓流で、 新緑か ら紅葉
ま で、 キ ャ ン プ、 釣 り な ど訪れ る 人が多 い 。

ふ どう だに がわ ひゆ う い き

不 動 谷 川 流 域
気高郡青谷町田原谷

( 山陰線青谷駅か らバ ス で 1 0分 )
河 川

(不動谷川… 不動 山入 り 口 か ら妙 円滝の 間 1 km程度 )
趣 き を異 に し た三つ の美 し い滝を有す る 自 然性豊かな渓流であ
り 、 新緑か ら紅葉ま でキ ャ ンプ、 ハ イ キ ングに訪づれ る 人が多 い 。

お じか けい

小 鹿 渓
東伯郡三朝町中津~神倉

( 山陰線倉吉駅か らバ ス で5 0分
さ ら に徒歩3 0分)

河 川

(小廣川… 中津 ダム か ら 神倉の間 3 km 程度)

昭和 1 2年、 文部省の ｢名勝地｣ に指定。 深 い緑色の水流 に美 し
い景観が映え 、 心のやす ら ぎを覚え る 。

め か けい

石 霞 渓
日 野郡 日 南町生山

(伯備線生山駅か ら 徒歩で1 5分)
河 川

( 石見川 …生山 か ら上流 3 m程度)
奇岩、 怪岩の名所 と し て古 く か ら 知 ら れ、 特 に春のつつ じ 、 秋
の も み じ の景観のすば ら し い渓流であ る 。

辺

(注) 暮 ら し の 中 の泉…昔か ら地域の人々 の 日 常生活に深い かかわ り を持 っ て き た湧水等で住民の保全管理 によ っ て大切にされ現在薫醍 l きつがれている もの･。
ふれ あ い の水辺… きれいな水や水辺を保つために努力されてお り 、 人々が水とふれ合い水に親 しむこ と によっ て心に安らぎを与える憩いの場と しての水環境。
歴 史 の 水…本県の歴史や伝説にふ さ わ し い故事来歴を有す る も の 。
ふ る さ と の渓流…渓流の 中で も 特に 自 然美豊かで、 後世に残 し てお き た い水域で併せて観光な どの親水性 の あ る も の 。

き "



資料33 鳥取市内各水準点沈下量の経年変化

水 準 点 番 号
029

1 19

009

209

( 1 ) 029

1 18

1第7 (3 ) 1068 (2 ) (4) 029

1 16

1 121 1066 (5 ) 053

133

皰 029

1 17

(7) (8 ) 009

210

(9) (1の

所 在 地 田園町三丁目 松並町二丁目 寿町 西町五丁目 本町一丁目 行徳 新品治 一 方

丁 温

目 泉

幸町 四 方

丁 温

目 泉

立川町四丁目 成 富安 丁 町

目

田

四 囲

丁 町

目 庖丁人町 秋里 江津 安長 秋里 秋里
昭和50~53年度の沈下量

( S 49 . 6 ~ 5 3 . 7 )
1 5 . 40

( 3 . 77 )
8 . 04

( 1 . 97 )
8 . 29

(2 . 03 )
7 . 21

( 1 . 77)
6 . 76

( 1 , 66 )
5 . 39

( 1 . 32 )
3 , “

(0 . 84 )
3 . 35

( 0 82 )
1 . 81

( 0 . 44 )
1 . 4 1

(0 . 35 )
1 . 27

( 0 . 31 )
1 . 24

(0 . 30)
1 52

( 0 . 37 )
1 . 20

( 0 . 29 ) [鑓]//////
昭和54 年 度 の 沈 下 量

( S 5 3 . 7 ~ 54 , 7 )
3 . 66 2 . 37 1 . 64 1 . 29 1 . 00 0 . 78 0 . 49 0 . 67 (亡失) 8 . 47 幽閲/////

昭和55 年 度 の 沈 下 量
( S 54 . 7 ~ 55 . 7 )

3 . 80 1 13 1 . 09 1 . 20 0 62 0 . 48 0 . 25 0 . 15 [議] 5 . 38 0 . 42 [難] [難] 圏閣 [鑓] [寵]

昭 和 5 6 年 度 の 沈 下 量
( S 55 . 7 ~ 56 . 7 )

2 . 61 1 43 1 . 28 1 . 26 0 . 89 0 . 81 0 . 5 1 0 . 31

s53 71
~56 . 月
0 . 51

(0 . 17 )

S53 . 71
~56 勺
0 68

( 0 23 )

s53 71
~56 月
0 . 76

( 0 . 25 )

S53 . 71
~56 . 灯
0 7 1

(0 24)

S53 . 71
~56 月
0 . 38

( 0 . 13 )
0 . 22 4 . 45 0 45 4 . 36 3 . 84 2 . “ 1 . 74 1 . 46

昭 和 5 7 年 度 の 沈 下 量
( S 56 . 7 ~ 57 . 7 )

2 . 25 0 . 55 0 . 96 0 . 49 0 . 46 0 . 22 0 . 94 0 . 14 + 0 , 04 0 . 22 0 . 03 0 05 0 . 01 十 0 . 1 3 2 . 73 0 . 26 2 . " 2 . 57 1 . 62 0 . 70 0 . 77

昭 和 5 8 年 度 の 沈 下 量
( S 5 7 . 7 ~ 58 . 7 )

1 . 16 1 03 0 . 55 0 . 35 0 . 33 0 . 46 0 . 12 0 . 19 0 . 33 0 . 09 + 0 . 1 3 0 29 0 . 22 0 . 16 2 . 28 0 . 16 2 . 56 2 . 37 1 . 36 0 . 68 1 . 18

昭 和 5 9 年 度 の 沈 下 量
( S 58 . 7 ~ 59 . 7 )

1 . 02 0 . 59 0 . 52 0 44 0 . 21 0 23 0 . 24 0 . 09 0 . 04 + 0 . 02 0 . 02 0 . 07 0 . 01 0 . 04 2 . 20 0 . 09 2 . 37 2 . 19 1 . 26 0 . 92 1 . 10

昭 和 6 0 年 度 の 沈 下 量
( S 59 . 7 ~ 60 . 7 )

0 . 67 0 . 37 0 . 43 0 . 23 0 . 35 0 . 18 0 . 07 0 . 10 + 0 . 03 0 . 1 3 0 . 1 3 + 0 06 + 0 . 05 +0 . 12 1 . 37 0 . 14 1 . 94 1 . 67 0 . 92 0 . 31 0 . 55

昭 和 6 1 年 度 の 沈 下 量
( S 60 . 7 ~60 . 7 )

0 . 85 0 . 60 0 . 60 0 . 45 1 . 52 1 . 77 1 . 75 1 . 16 0 . 63 0 . 79

昭 和 6 2 年 度 の 沈 下 量
( S 6 1 . 7 ~ 62 . 7 )

0 . 65 0 . 33 0 . 46 0 . 39 1 . 18 1 , 30 1 24 0 . 80 0 . 37 0 . 5 1

昭 和 6 3 年 度 の 沈 下 量
( S 62 . 7 ~63 . 7 )

0 . 55 0 . 29 0 . 31 0 . 20 1 . 05 1 . 33 1 . 16 0 . 96 0 . 36 0 . 66

平 成 元 年 度 の 沈 下 量
( S 63. 7 ~H元. 7 )

0 . 73 0 . 67 0 . 35 0 16 1 . 1 1 1 . 59 1 . 52 1 . 01 0 . 75 1 . 07

平 成 2 年 度 の 沈 下 量
( H 元 . 7 ~ 2 7 ) 馨測窒 0 . 22 0 . 31 0 . 14 0 . 83 1 . 27 1 . 04 0 . 68 0 . 40 0 . 45

平 成 3 年 度 の 沈 下 量
( H 2 7 ~ 3 7 )

0 . 41 0 . 32 0 . 41 0 . 1 2 0 . 83 1 . 19 0 . 82 0 . 68 0 . 12 0 . 38

平 成 4 年 度 の 沈 下 量
( H 3 7 ~ 4 7 )

0 . 48 0 . 5 1 0 1 5 0 . 09 0 . 60 0 . 94 0 . 88 0 . 83 0 . 47 0 . 54

平 成 5 年 度 の 沈 下 量
( H 4 7 ~ 5 7 )

0 , 53 0 . 58 0 . 32 0 . 1 8 0 . 79 1 . 10 0 . 89 0 . 78 0 . 41 0 . 49

平 成 6 年 度 の 沈 下 量
( H 5 7 ~ 6 7 )

0 . 14 0 . 09 0 . 03 + 0 . 01 0 . 2 1 0 . 74 0 . 50 0 . 48 0 . 00 0 . 1 7

平 成 7 年 度 の 沈 下 量
( H 6 7 ~ 7 7 )

0 . 43 0 . 53 0 . 78 0 . 1 3 0 . 74 1 . 14 0 . 92 0 . 67 0 . 33 0 . 81

で 麗網 35 34 1 9 65 1 8 48
聰凱
12 . 47 1 2 . 4 7

[増 勢]
8 . 5 5

[鸚 旁]
6 06

[鸚 9]
5 . 00

[翳 旁]
2 62

[翳 傷]
2 5 1

[髯 9]
2 08

[翳 銹]
2 3 0

[翳 旁]
2 0 9

[鸚 傍]
1 87

眩開
35 74

[鸚 ち]
1 52
時刻
26 50

辰覇
23 36

顱覇
15 63
時刻
8 . 1 9

瞑鰯
10 93

注……①沈下量の く ) は 1 年間の沈下量に換算 した も の (2) 一 は測量休止 (3)沈下量の 十は隆起 し え も の ④029 1 1 9は平成 2 年度に水準点が改埋 さ れたため累。十の値 と し て い る 。



資料34 鳥取県の優れた地形 地質

1 火山 とその山地

項 目 所 在 地 概 要

1 扇 ノ 山火山
岩美郡国府町、
八頭郡郡家町 ･
若桜町 ･ 八東町

第四紀更新世の玄武岩質火山群

2 河合谷高原広留野
岩美郡国府町 ･岩美町、
八頭郡八東町

扇 ノ 山火山の溶岩流がつ く る 高原

3 一難滝~地獄谷 東伯郡東伯町 大山火山の古期噴出物を侵食す る渓谷 と大山滝

4 船上山屏風岩 東伯郡赤碕町 船上山を形成す る 古期大山溶岩流

5 鵤て芳炎離礬地
日 野郡江府町、
東伯郡関金町

大山火山の新期火砕流堆積物がつ く る 平坦面

6 大山
副螂大山町･ 中山町、
東伯郡東伯町 ･赤碕町、
日 野郡江府町

西 日 本の代表的な火山

7 鍔抜山 西伯郡大山町 大山の側火山

8 豪円山 西伯郡大山町 大山の側火山

9 孝霊山
西伯郡大山町 ･
淀江町

大山の側火山

10 大ズ ッ コ 岩美郡国府町 他 火山砕屑丘

11 弥山 西伯郡大山町 大山の主峰

12 三鈷峰 西伯郡大山町 大山の中央部の山地

13 船上山 東伯郡赤碕町 溶岩台地

14 勝田 ケ山 東伯郡赤碕町 溶岩台地

15 矢筈ケ山 東伯郡赤碕町 溶岩台地

16 鈑戸山 西伯郡大山町 大山の側火山

17 鳥ケ山 日 野郡江府町 大山南方の火山

2 非火山山地

項 目 所 在 地 概 要

1 金峯山 と無煙炭 岩美郡岩美町
新第三系の流紋岩質~石英安山岩質火砕岩か ら な る眺望の
よ い独立峰

2 馳馳山 岩美郡岩美町
海岸の孤立峰、 新第三系の馳馳山砂岩泥岩層 と畔新世火山
岩類

3 久松山 鳥取市 花崗岩 と玄武岩か ら な る 鳥取市の シ ン ボ ル的非火山山地

4 因幡三山
鳥取市、
岩美郡国府町

因幡国国府を囲む歴史的な孤立峰、 今木山 ･ 甑山 ･ 面影山

5 霊石山

6 那岐山

鳥取市、 八頭郡
河原町 ･ 郡家町

鮮新世の玄武岩溶岩がつ く る 台地

八頭郡智頭町 中生代白亜紀火山岩類の山地
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項 目 所 在 地 概 要

7 三角山 (頭巾山) 八頭郡用瀬町 花崗岩の三角状の急傾斜山地

8 覆“岩/高台原)
八頭郡智頭町 ･
用瀬町

準平原の高原

9 鷲峰山
鳥取市、
気高郡鹿野町

第三紀層で形成さ れた孤立山地

10 三徳山 東伯郡三朝町 鮮新世三朝層群の火山岩類がつ く る 山地、 風穴

1 1 打吹山 倉吉市
倉吉市の シ ン ボ ルであ る 白亜紀流紋岩か ら な る 円錐状の孤
立丘

12 若杉山 東伯郡三朝町 準平原遺物 と して山頂平坦面を も つ山地

13 米子城山 米子市
大型の高温石英を産す る新第三紀の流紋岩でつ く ら れた米
子市の シ ン ボ ル的孤立丘

14 栗島 米子市 も と は中海にあ っ た孤立丘が近世に砂川 と つ な が っ た

15 金華山
副白郡副白町･会見町、
日 野郡溝 口町

集塊岩質の孤立丘

16 三平山 日 野郡江府町 古い火山 タ イ プの ド ー ム状孤立山地

17 鎌倉山 西伯郡西伯町 非火山性の好展望点

18 花見山 日 野郡 日 南町 準平原遺物 と しての残丘

19 大倉山 日 野郡 日 南町 準平原遺物と し ての残丘

20 稲積山 日 野郡 日 南町 準平原遺物 と しての残丘

21 道後山 日 野郡 日 南町 準平原遺物 と しての山頂平坦面を も つ山地

22 船通山 日 野郡 日 南町 白亜紀流紋岩 と花崗岩 と か ら な る 山地

23 吉岡断層 鳥取市 昭和18年の鳥取地震の時、 再活動 し た断層

24 鹿野断層 気高郡鹿野町 昭和18年の鳥取地震の時、 再活動 し た断層

25 岩坪断層 鳥取市 河合に沿っ た東西性の断層

3 河川 湖沼 (峡谷 滝 段丘)

項 目 所 在 地 概 要

1 唐川湿原 岩美郡岩美町
国の天然。己念物に指定 さ れた カ キ ツ バ タ 群落 と湿原堆積物
の泥炭層

2 雨滝 岩美郡国府町 扇 ノ 山東北部の名瀑

3 大鹿滝 八頭郡若桜町 扇 ノ 山南部の滝

4 三滝 八頭郡智頭町 東山 ･ y中 ノ 山西部の滝

5 千畳滝 八頭郡河原町 高山 ･ 高鉢山付近の比高の大 き い滝

佐治川 に流下す る滝

大鹿滝の下流の峡谷

氷 ノ 山西方の峡谷

6 亀滝 八頭郡佐治村

7 諸鹿峡谷 八頭郡若桜町

8 春米峡谷 八頭郡若桜町

-242-



項 目

9 芦津渓谷

10 多鯰ケ池

1 1 湖山池

12 青島

13 松上峡谷

14 岩坪のお う 穴

15 三滝渓

16 猿渡渓谷

L7 安蔵川渓谷

所 在 地

八頭郡智頭町

鳥取市、
岩美郡福部村

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

八頭郡河原町

八頭郡佐治村

八頭郡用瀬町

9 東郷池

気高郡青谷町

東伯郡東郷町 ･
羽合町

溶岩台地の急崖に懸か る 滝

海岸砂丘にせ き止め られた海跡湖

1 小鹿渓谷

東伯郡三朝町

東伯郡三朝町

三徳山の北に流れ 、 渕 と瀬の地形が多い

花崗岩に形成 さ れた渕、 滝の多い渓谷
谷 東伯郡三朝町 花崗岩質の渓谷

23 天神野

24 甲川渓谷

東伯郡関金町
鴨川流域に発達す る 段丘群 124 甲川渓谷

25 地獄谷" 、 ノハ

西伯郡中山町 峡谷美があ り 、 多 く の滝、 瀬があ る
′合 東伯郡東伯町 巍 ‐ 火砕流堆積物と 大山滝、 大休滝、 鮎返 り の滝な どが
流渓谷 野郡江府町

南大山の曲流す る 渓谷 727 大山滝 東

28 千丈滝

伯郡東伯町 段滝であ り 、 名瀑であ る

28 千丈滝 東

29 鱒 、 し の ふ

伯郡赤碕町 高が10om の滝

滝 伯郡赤碕町

段滝 1
地形と段丘 野郡溝 口 町

野川に ま たが る 大山の火砕流と二段の河岸段丘 l･炭節理の込省麦 1 れ 牝田 山 ( 紗r 田 ' - ･
花崗岩山地 野郡 日 南町

I

状節埋の発達 し た花崗岩の断崖 と 巨石 ･ 奇岩 淵を も尋

項 目

17

18

19

‐ 20

21

22

4 海岸 ･ 砂丘

岩美郡岩美町 海食崖 と海食洞

項 目
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項 目 所 在 地 概 要

4 白兎海岸 鳥取市 因幡の 白兎伝説で知 ら れ る 砂浜海岸、 波食棚

5 長尾鼻
気高郡青谷町 ･
気高町

広い岩棚を も つ海食崖

6 泊海岸 東伯郡泊村 ポ ッ ト ホ ール と波食棚

7 北条砂丘
東伯郡北条町 ･
羽合町 ･ 大栄町

県下で第二の規模を も つ海岸砂丘と縄文~江戸時代の長瀬
高浜遺跡

8 名和町の礫浜 西伯郡名和町 大山系の古い堆積物が海で侵食さ れた干潟

9 弓 ケ浜砂州 米子市、 境港市 日 本を代表す る海岸砂州

10 彦名干拓地 米子市 泥質の浅瀬が人工でつ く ら れ 、 水鳥の飛来地

11 内浜砂丘 境港市 古い砂丘があ り 、 弓浜の古い人類居住地

12 ′鳥雰栞熊鳴 り 砂 県下の砂浜海岸 清浄な砂粒か ら な る砂浜海岸

5 ー 1 地質 先新第三系

項 目 所 在 地 概 要

1 山稀辺の志谷層 八頭郡八東町 三部変成帯を構成す る結晶片岩

2 不香田の八東層 八頭郡若桜町 県南東部にひろ く 分布す る 三郡変成岩

3 角谷周辺の角谷層 八頭郡若桜町 中生代三畳紀~ ジ ュ フ 紀の堆積岩層

4 大江鮎の片麻岩 日 野郡溝 口 町
日 本列島の基盤であ る 飛騨帯の西方延長 と して新たに発見
さ れた片麻岩

5 智頭花崗岩 八頭郡智頭町 中生代白亜紀末期の大規模貫入岩体

6 県中部鮫花崗岩
倉吉市、
東伯郡東郷町 ･
三朝町 ･ 関金町

鳥取県の代表的な花崗岩

5 ー 2 地質 新第三系

項 目 所 在 地 概 要

1 郡家礫岩層 岩美郡国府町
郡家町を模式地 と し 、 鳥取県の代表的中新統であ る鳥取層
群の基底礫岩層

2 河原火砕岩層 岩美郡国府町 河原町を楔式地 とす る鳥取層群下部累層の主要部層

3 円通寺礫岩砂岩層 鳥取市
鳥取市円通寺を模式地 と する鳥取層群中部累層の基底礫岩
層

4 普合寺泥岩層 岩美郡国府町
国府町普含寺を模式地 と し 、 化石を多産す る鳥取層群中部
累層の代表的地層

5 小田安山岩層 岩美郡岩美町 岩美町小田を模式地と す る鳥取層群上部累層の一部層

6 荒金火砕岩層 岩美郡岩美町 岩美町荒金を模式地と す る鳥取層群上部累層の一部層

石材 と して利用 さ れた鳥取層群に貫入す る 中新世の深成岩
類 一 ノ

県中部の三朝層群の溶岩流と 今滝

7 淵見の石英閃緑岩 八頭郡若桜町

8 鉢伏山安山岩 東伯郡東郷町
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5 ー 3 地質 第四系

項 目 所 在 地 概 要

1 大縣鱗出灰層 倉吉市 大山最下部火山灰層の模式露頭

2 壁爺衆議綣大山上部 ‐ 東伯郡関金町 大山上部 ･ 中部火山灰層の模式的分布地

3 荒田雫鞍山灰層 東伯郡関金町 大山下部火山灰層の模式的分布地

4 秋蛇倉吉軽石層 倉吉市 大山火山灰層を代表す る 倉吉軽石の模式地

5 由良砂礫層
東伯郡東伯町 ･
大栄町、 倉吉市

大山北東麓の大扇状地 と そ の構成層

6 駄経寺礫層 倉吉市 高位段丘と その構成層

7 旧奈黎皺火砕流 西伯郡名和町 大山北麓に流下 し た火砕流

8 弥山火砕流 西伯郡大山町 大山火山の最新期火砕流の一つ

9 鶴田玄武岩菱山灰
日 野郡溝口町、
西伯郡会見町

花崗岩地帯に噴出 した玄武岩岩体と大山西方に分布す る 大
山松江軽石

10 泉の火山灰層 米子市
大山北西麓に分布す る 大山火山灰層 と三瓶山起源の木次軽
石

6 化 石

項 目 所 在 地 概 要

喘謝\変事丼弊 八頭郡船岡町 いわゆ る三郡変成帯か ら発見 さ れた中生代三畳紀の化石

2 擁難艷碧含 岩美郡国府町 鳥取層群普含寺泥岩層の海成動物化石

3 舂米の花群地層 八頭郡若桜町 鳥取層群諸鹿礫岩層の貝化石群集

4 辰巳峠層種物化石 八頭郡佐治村 西 日 本におけ る 中新世後期を代表す る 化石植物群

5 宝木亜炭鬘化石 気高郡気高町 白兎層中の泥炭層 と ネ ク イ ハ ム シ亜科を主と す る 昆虫化石

6 多里層の化石 日 野郡 日 南町 中新世初期の貝化石群集と大型石灰質団塊

7 下花 口層の化石 日 野郡 日 南町
氷河時代の寒冷気候を し めす針葉樹化石 と それを含む泥炭
層

7 岩石 鉱物 鉱床

項 目 所 在 地 概 要

1 山屋やのし ろ みかげ" 八頭郡用瀬町
節理の少な い良質の石材で、 県内最古期の花崗岩の一つで
あ る 用瀬花崗岩

2 佐治川石 八頭郡佐治村
三郡変成帯の緑色岩で、 岩石表面が凹凸富み山水風景を想
わせ る鑑賞石

3 南田右 岩美郡福部村
荒金火砕岩の緑色凝灰岩で、 栃木県の大谷石 と 同様な加工
しやす く 火に強い石材

4 諸鹿右 八頭郡若桜町
淵見石英閃緑岩の接触変成を受けて普含寺泥岩層が堅 く 緻
密にな っ た も ので硯の原石

5 人形峠鉱山 東伯郡三朝町
堆積型 ウ ラ ン鉱床、 現在は精錬がお こ な われて い る 日 本最
大の ウ ラ ン鉱山

6 山砂鉄鉱床
日 野郡溝口 町 ･
日 南町

風化 した花崗岩類か ら採掘さ れ る真砂砂鉄鉱床で ｢たた ら ｣
の原料
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8 温泉 ･ 湧水

項 目 所 在 地 概 要

1 布勢の清水 気高郡気高町 1985年 ｢因伯の名水｣ に指定 さ れた湧水

2 天の真名井 西伯郡淀江町 1985年 ｢名水百選｣ に指定 さ れた湧水

3 本官の泉 西伯郡淀江町 1985年 ｢因伯の名水｣ に指定 さ れた湧水

4 吉岡温泉 鳥取市 国民保養温泉地に指定 さ れた単純透明泉

5 東郷 ･ 羽合温泉
東伯郡東郷町 ･
羽合町

東郷池の湖中お よ び周辺に湧出す る 温泉

6 三朝温泉 東伯郡三朝町 日 本の高温温泉で最大の ラ ド ン を含有す る 自噴泉

7 皆生温泉 米子市 山陰地方最大の湧泉量を有す る温泉
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資料35 鳥取県の優れた植物

1 社 叢

項 目 所 在 地 概 要

1 甘露神社社叢 岩美町陸上 ス ダ ジ イ 林、 サ ン イ ン 力 ソ ア オ イ

2 熊野神社社叢 岩美町浦富 タ ブ ノ キ ー ス タ ジ イ 林

3 坂谷神社社叢 福部村栗谷 ス ダ ジ イ 林、 ホ ン バ ニ セ ジ ュ ズ ネ ノ キ

4 南田神社社叢 福部村南田 ス ダ ジ イ 林、 サ ン イ ン カ ソ ア オ イ

5 多鯰 ヶ 池弁財天社叢 福部村湯山 ス ダ ジ イ 林、 ク ロ キ 、 ヤ ブ ツ バ キ

6 高岡神社社叢 国府町高岡 ヤ ブ ッ バ キ林

7 字倍神社社叢 国府町宮 ノ 下 シ フ カ シ林

8 樗繁神社社叢 鳥取市上町 ス ダ ジ イ 林、 モ ミ 林

9 椎谷神社社叢 鳥取市覚寺 ス ダ ジ イ 林、 ア リ ド オ シ

10 伏野神社社叢 鳥取市伏野 ス ダ ジ イ 、 タ ブ ノ キ

11 白兎神社横叢 鳥取市内海 ス ダ ジ イ 林

12 松上神社のサ カ キ樹林 鳥取市松上 サ カ キ林、 ウ フ ジ ロ ガ シ林

13 大野見宿禰命神社社叢 鳥取市徳尾 ス ダ ジ イ ー モ チ ノ キ林

14 御熊神社社叢 鳥取市御熊 ス ダ ジ イ 、 シ フ カ シ 、 カ ゴ ノ キ

15 矢矯神社社叢 鳥取市矢矯 ス ダ ジ イ 林

16 河内神社社叢 鳥取市河内 ス ダ ジ イ 林、 力 ゴ ノ キ 、 サ ツ マ イ ナ モ リ

17 意上奴神社社叢 鳥取市香取 ス ダ ジ イ 林、 ウ フ ジ ロ ガ シ林

18 倉田八幡宮社叢 鳥取市馬場 タ ブ ノ キ林

19 権現の森 河原町北村 ア サ ダ林、 ウ ラ ジ ロ ガ シ林、 ブ ナ

20 犬山神社社叢 用瀬町宮原 イ ヌ ブナ林、 ツ ク バ ネ ガ シ

21 金山神社社叢 佐治村余戸 ウ ラ ジ ロ ガ シ ー ア カ ガ シ群落

22 頭丼神社社叢 智頭町大呂 ウ ラ ジ ロ ガ シ林、 ブ ナ

23 諏訪神社社叢 智頭町智頭 ウ ラ ジ ロ ガ シ林、 ケ ヤ キ

24 相屋神社社叢 青谷町青谷 ス ダ ジ イ 林

25 鷲峰神社社叢 鹿野町鷲峰 ス ダ ジ イ 林

26 波波伎神社社叢 倉吉市福庭 ス ダ ジ イ 、 タ ブ ノ キ

27 桜神社社叢 倉吉市桜 ヒ メ ユ ズ リ ハ林

28 花倉山笏費神社社叢 三朝町笏賀 ヒ ノ キ ー ホ ン シ ャ ク ナ ゲ群落

29 俵藤大の森 三朝町俵原 コ ナ フ ー ブ ナ林

30 今泉神社社叢 三朝町今泉 タ ブー ス ダ ジ イ 林、 サ ツ マ イ ナ モ ハ ム サ シ ア ブ ミ

31 松崎神社社叢 東郷/町松崎 ス ダ ジ イ 林

32 逢坂八幡神社社叢 中山町松河原 ス ダ ジ イ 林、 ア リ ド ウ シ

33 中山神社社叢 中山町東積 ケ ヤ キ ー タ ブ ノ キ林

34 日 吉神社社叢 淀江町西原 タ ブ ノ キ林

35 大神山神社奥宮の ス ギ林 大山町大山寺 ス ギ林、 ブ ナ

36 長田神社社叢

37 金華山熊野神社社叢

西伯町馬場 ス ダ ジ イ ー ウ ラ ジ ロ ガ シ林

西伯町八金 ウ ラ ジ ロ ガ シ 、 ク ロ バ イ 、 ケ ヤ キ 、 ヤ マ イ バ ラ
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項 目 所 在 地 概 要 ｢

38 住吉神社社叢 西伯町大木山 ウ ラ ジ ロ ガ シ林

39 和田御崎神社社叢 米子市大篠津 タ ブ ノ キ林

40 栗島神社社叢 米子市彦名 シ ャ シ ャ ソ ボ

41 楽楽福神社社叢 溝 口 町宮原 シ ラ 力 シ林、 タ ブ ノ キ

42 熊野神社社叢 江府町俣野 ウ ラ ジ ロ ガ シ林

43 根雨神社社叢 日 野町根雨 シ ラ カ シ林、 ア オ ネ 力 ズ フ

44 聖神社社叢 日 野町黒坂 シ ラ カ シ林、 モ ミ 、 ツ ガ

45 滝山公園の岩角地ア カ マ ツ林 日 野町中菅 ア カ マ ツ林、 ゲ ン カ イ ツ ツ ジ

46 楽楽福神社社叢 日 南町印質 モ ミ ー ミ ズ ナ ラ 林

47 日 谷神社社叢 日 南町共栄 コ ナ ラ 林、 モ ミ

48 下阿毘縁神社社叢 日 南町下阿毘縁 ウ ラ ジ ロ ガ シ ー モ ミ 林

2 一般樹林

項 目 所 在 地 概 要

1 小羽尾の ヒ メ ユ ズ リ ハ林 岩美町小羽尾 ス ダ ジ イ 、 タ ブ ノ キ 、 ヒ メ ユ ス リ ハ

2 浦富海岸の海食崖 ク ロ マ ッ林 岩美町

3 天神池周辺の ブナ林 岩美町 ブナ林、 イ ワ カ ガ ミ ( 白花)

4 雨滝周辺の渓谷林 ･ ブ ナ林 国府町雨滝 サ ワ グル ミ ー ト チ ノ キ林、 ア サ ダ、 ホ ン シ ャ ク ナ ゲ

5 扇 ノ 山の ブナ林 国府町

6 久松山の城跡 自然林 鳥取市東町 ス ダ ジ イ 林、 ア ラ カ シ林

7 合ケ谷ス リ ハ チの ク ロ マ ソ 林 鳥取市浜坂 ハ イ ネ ス 、 ウ メ カ サ ソ ウ

8 三滝渓の渓谷林 河原町 サ ワ グル ミ 、 ト チ ノ キ 、 ヒ ノ キ 、 ホ ン シ ャ ク ナゲ

9 洗足山の 自然林 用瀬町 ヒ メ コ マ ツ 、 ホ ン シ ャ ク ナゲ、 ヒ ノ キ

10 高鉢山 ･ 北谷の 自然林 佐治村 ブナ林

11 三王滝周辺の 自然林 佐治村 ウ フ ジ ロ ガ シ 、 オ オバ ク ロ モ ジ 、 ホ ン シ ャ ク ナゲ

12 氷 ノ 山の ブナ林 若桜町

13 大鹿滝周辺の渓谷林 若桜町 サ ワ グル ミ ー ト チ ノ キ林、 ブナ林、 オニ シ モ ッ ケ

14 三室山の ブナー ス ギ林 若桜町

15 鳴滝山の ブ ナ ー ス ギ林 智頭町

16 芦津渓の渓谷林 智頭町 ト チ ノ キ 、 ミ ズ ナ ラ

17 飯盛山の ブナ林 青谷町

18 船機の ス ダ ジ イ 林 気高町船機 ス ダ ジ イ 林、 コ バ ノ チ ヨ ウ セ ソ エ ノ キ

19 鷲峰山の ブナ林 鹿野町 ブナ林、 カ タ ク リ 、 ミ ス ミ ソ ウ

20 打吹山の城跡 自然林 倉吉市仲 ノ 町 ス ダ ジ イ 林、 シ ラ カ シ 、 ア サ ダ 、 オ ガ タ マ ノ キ

21 四王寺山北面の ウ ラ ジ ロ ガ シ林 倉吉市北面 ウ ラ ジ ロ ガ シ林、 フ ウ ト ウ カ ズ フ

22 羽衣石城跡の ム ク ノ キ林 東郷町羽衣石 ム ク ノ キ林、 ア リ ド オ シ

23 三徳山の 自然林 三朝町 照葉-落葉連続樹林

ト チ ノ キ 、 カ ツ ラ 、 ヤ マ グルマ 、 ブ ナ24 小鹿渓の渓谷林 三朝町
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項 目 所 在 地 概 要

25 船上山の 自然林 赤碕町 ア カ マ ツ林、 ブ ナ林

26 地獄谷の渓谷林 東伯町 サ ワ グル ミ ー ト チ ノ キ林、 ミ ズ メ 林

27 米子城跡の 自然林 米子市久米町 タ ブー モ チ ノ キ林、 カ ゴ ノ キ林、 ス ダ ジ イ 林

28 勝田 ケ山の ヒ メ コ マ ッ 群落 中山町

29 甲川 の移行群落林 中山町 ウ ラ ジ ロ ガ シ ー ア カ ガ シ林、 ミ ス ミ ソ ウ

30 大山中腹の 自 然林 大山町 ブナ林

31 豪円山の ミ ズ ナ ラ ー モ ミ 林 大山町大山寺

32 赤松池周辺の ア カ マ ツ林 大山町赤松 ア カ マ ツ 林 (植林)

33 日 野川 の崖地ア ラ カ シ群落 溝 口 町、 江府町 ツ ク バ ネ ガ シ

34 生山の ア カ マ ツ 自 然林 日 南町生山

35 石霞渓の渓谷崖地林 日 南町生山 ア フ カ シ 、 ウ ラ ジ ロ ガ シ

36 船通山の 自 然林 日 南町 ブナ林、 イ チ イ

3 低木林 草原

項 目 所 在 地 概 要

1 鳥取砂丘植生 鳥取市、 福部村 コ ウ ボ ウ ム ギ 、 ハ マ グルマ 、 ケ カ モ ノ ハ シ

2 八本趣の ス ス キ草原 佐治村

3 那岐山の低木林 ･ 草原 智頭町 サ フ サ ド ウ ダ ソ 、 ニ シ キ ウ ツ ギ

4 田代高原の風衝草原 三朝町田代 ヒ ゲ ノ ガ リ ヤ ス

5 高丸山の ベ ニ ド ウ ダ ソ群落 三朝町田代 ヒ ノ キ

6 若杉山の ス ス キ草原 三朝町

7 鳥ケ山 ミ ヤ マ ハ ソ ノ キ群落 東伯町 遺存群落

8 甲 ケ山~矢筈ケ山の低木林 赤碕町、 中山町 ク ロ ソ ヨ ゴ ー ウ フ ジ ロ ハ ナ ノ ノ キ

9 大山山頂周辺の 自 然草原 大山町 ヒ ゲ ノ ガ リ ヤ ス 、 ク ガ イ ソ ウ 、 オ オ バ ギ ボ ウ シ

10 大山の ダ イ セ ソ キ ャ フ ボ ク 純林 大山町 キ ャ フ ボ ク

11 弓浜海岸の砂丘植生 米子市和田町 コ ウ ボ ウ ム ギ

12 日 野川の キ シ ッ ツ ジ群落 日 野町 岸本町~石霞渓

13 道後山山頂周辺の低木林 ･ 草原 日 南町 イ チ イ 、 シ フ タ マ ノ キ

4 湿 原

項 目 所 在 地 概 要

1 唐川湿原 岩美町唐川 カ キ ツ バ タ 、 サ ワ ギキ ウ

2 菅野湿原 国府町菅野 マ ア ザ ミ

3 古生沼湿原植生 若桜町、 兵庫県

4 蛇ケ朧湿原 関金町、 岡山県

5 大狭峠湿原 関金町、 岡山県
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項 目 所 在 地 概 要

6 俵原の ミ ッ ガ シ ワ 湿原 三朝町俵原

7 中津北尾根の ミ ッ ガ シ ワ湿原 三朝町中津 ミ ッ ガ シ ワ純群落

8 大沢池のハ ン ノ キ林 大山町種原 ハ ン ノ キ林、 ヒ ツ ジ グサ 、 タ ヌ キ モ

9 鏡ケ成湿原 江府町 ノ ハ ナ シ ョ ウ ブ 、 バ イ ケ イ ソ ウ

10 神戸 ノ 上のハ ン ノ キ林 日 南町神戸 ノ 上 ハ ン ノ キ林、 ジ ャ ヤ ナ ギ 、 ク サ レ ダマ

5 特殊群落

項 目 所 在 地 概 要

1 氷 ノ 山吉敷岩の高山植物群落 若桜町春米 コ ケ モ モ 、 コ メ バ ツ ガザ ク フ 、 ツ ガザ ク ラ

2 布勢平神社のバ イ カ モ水生群落 気高町殿 県名水、 ス ダ ジ イ 林

3 田 内城山の ア オ ネ カ ズ ラ群生地 倉吉市田内

4 竹田谷の貴重植物群生地 三朝町 バ イ ケ イ ソ ウ

5 福山の滝のオサ シ ダ群生地 三朝町福本

6 湯谷川の貴重植物群落 三朝町湯谷 リ ン ボ ク 、 ホ ン バ ー セ ジ ュ ズ ネ ノ キ

7 橋滓海岸の貴重植物群生地 羽合町橋津

8 箆津~御崎海岸のハマ ヒ サ カ キ群落 赤碕町、 中山町 分布北限地

9 ハマ ナ ス 自 生南限地帯 中山町松河原 分布南西眼地

10 本官の泉のバ イ カ モ水生群落 淀江町本宮 県名水

11 天の真名丼のバ イ カ モ水生群落 淀江町高田 国名水

12 大山山頂部の高山植物群落 大山町 ツ ガザ ク ラ 、 コ メ バ ツ ガザ ク フ 、 シ ラ タ マ ノ キ

13 三平山麓の貴重植物群生地 江府町俣野 ミ ヤ コ ア サ ミ
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国指定天然記念物一覧

名 称 指 定 年 月 日 所 在 地

ハ マ ナ ス 自 生 南 限 地 帯 T 1 1 . 3 . 8 鳥取市白兎字 白浜

倉 田 八 幡 宮 社 叢 S 9 . 5 . 1 鳥取市馬場299

大 野 見 宿 禰 命 神 社 社 叢 S 9 . 8 . 9 鳥取市徳尾字丸山80

白 兎 神 社 樹 叢 S 12 . 12 . 8 鳥取市白兎

松 上 神 社 の サ カ キ 樹 林 S 19 . 3 . 7 鳥取市松上字宮 ノ 谷990

鳥 取 砂 丘 S 30 . 2 3 鳥取市浜坂、 福部村湯山

唐 川 の カ キ ツ バ タ 群 落 S 19 . 3 . 7 岩美町夷盪董皺山
波 波 伎 神 社 社 叢 S 9 . 5 . 1 倉吉市福庭字槙 ノ 木653

伯 耆 の 大 シ イ S 12 . 4 . 17 東伯町宮場字官内屋敷

大 山 の ダ イ セ ソ キ ャ ラ ボ ク 純林 S 27 . 3 . 29 大山町大山 大山山頂付近

ハ マ ナ ス 自 生 南 限 地 帯 S 58 . 7 . 2 中山町松河原字小鯰、 松河原字河原田

船 通 山 の イ チ イ S 37 . 7 . 27 日 南町上荻山 (船通山)

県指定天然記念物一覧

名 称 指 定 年 月 日 所 在 地

矢 矯 神 社 社 叢 S 31 . 3 6 鳥取市矢矯531番地 1

意 上 奴 神 社 社 叢
S 59 . 2 . 2 1

鳥取市議薹楚圭舞製歩“o
桂 見 の ｢ 二 十 世 紀 ｣ ナ シ 親 木 S 60 . 2 . 22 鳥取市桂見字石ケ谷403‐3

高 岡 神 社 社 叢 S 34 . 6 . 5 国府町高岡字堂原

菅 野 ミ ズ ゴ ケ 湿 原 S 42 . 12 . 12 国府町菅野字向山84

坂 谷 神 社 社 叢 S 58 . 9 . 27 福部村栗谷字坂谷奥389 , 533

坂 谷 神 社 社 叢

( 追 加 指 定 )
S 63 . 12 . 23

福部村栗谷字坂谷奥532

の う ち実測3 , 326 . 6 1m2

弓 河 内 の 大 シ ダ レ ザ ク ラ S 30 . 9 . 6 河原町弓河内252

清 徳 寺 の 巨 樹 名 木 群 S 31 . 3 . 6 八東町清徳字段79

落 河 内 の 大 キ リ シ マ S 32 . 2 . 6 河原町北村字桜谷604

長 瀬 の 大 シ ダ レ ザ ク フ S 34 . 6 . 5 河原町長瀬字中土居306

落 折 の イ チ イ S 40 . 9 . 28 若桜町落折字家廻 り 35

福 本 の オ ハ ツ キ イ チ ョ ウ S 45 . 2 . 20 郡家町福本字上土居208

西 御 門 の 大 イ チ ョ ウ S 45 . 2 . 20 郡家町西御門字山手屋敷105

落 河 内 の カ ツ ラ S 48 . 3 . 30 河原町北村字倉房588

中 江 の 一 本 ス ギ S 48 . 3 . 30 若桜町中原1337の 1

豊 乗 寺 の ス ギ S 48 . 3 . 30 智頭町新見

田 岡 神 社 の ツ ハ キ 樹 林 S 48 . 3 . 30 佐治村滓無字南ケ イ チ
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名 称 指 定 年 月 日 所 在 地

若 桜 神 社 社 叢 S 57 . 4 . 9 若桜町若桜字宮 ノ 木

犬 山 神 社 社 叢 S 60 . 2 . 22 用瀬町宮原字宮 ノ 谷288‐1

藤 井 神 社 社 叢 S 61 . 12 . 2 智頭町大呂字ハセ コ ウ 966-1 , 967

相 屋 神 社 社 叢 S 58 . 9 . 27 青谷町青谷字大平5786 , 5787

大 日 寺 の 大 イ チ ョ ウ S 31 . 3 . 6 倉吉市桜字円地坊137

坂 谷 神 社 社 叢 S 58 . 9 . 27 福部村栗谷字坂谷奥389 , 533

転 法 輪 寺 の 大 イ チ ョ ウ S 31 . 5 . 30 東伯町別宮字中屋敷472

東 伯 町 の 大 イ ヌ グ ス S 31 5 30 東伯町別宮字 と ふ 田588の 1

古 布 庄 の 大 ス ギ S 32 . 12 . 25 東伯町中津原

花 倉 山 の ヒ ノ キ ･

ホ ン シ ャ ク ナ ゲ 群 落
S 39 . 3 3 三朝町雑容琴莪紳

関 金 の シ イ S 48 . 3 . 30 関金町安歩524

福 本 の ツ バ キ S 48 . 3 . 30 三朝町福本字六良治122の 2

箆 津 の ハ マ ヒ サ カ キ 群 落 S 48 . 3 . 30 赤碕町箆津字城の内字下の野

マ テ バ シ イ の 北 限 地 帯

( 智 光 寺 の 樹 叢 )
H元 . 4 . 18 赤碕町赤碕字西中条1 , 32◇1

栗 島 神 社 社 叢 S 57 . 4 9 米子市彦名町字栗島山

波 町 西 東 の ゴ ヨ ウ マ ツ S 45 . 2 . 20 境港市波町362

佐 伯 氏 の ク ロ ガ ネ モ チ S 36 2 3 西伯町福成1197

長 田 神 社 社 叢 S 36 . 2 . 3 西伯町馬場字宮 ノ 前

金 華 山 熊 野 神 社 社 叢 S 57 . 4 . 9 西伯町入金字金華山1229~1232

長 寿 寺 ･ 落 合 神 社 の 横 叢 S 60 . 6 . 25 西伯町落合字桧熔

下阿毘縁神社の 大 シ ダ レ ザ ク ラ S 32 . 12 . 25 日 南町下阿毘縁

解 脱 寺 の モ " 並 木 S 34 . 6 5 日 南町下阿毘緑61 1

上 石 見 の オ ハ ッ キ ･

タ イ コ イ チ ョ ウ
S 45 . 2 . 20 日 南町上石見819

武 庫 の 七 色 ガ シ S 48 . 3 . 30 江府町武庫1915

下 蚊 屋 明 神 の サ ク フ S 48 . 3 . 30 江府町下蚊屋738 ノ 4

熊 野 神 社 社 叢 S 48 . 3 30 江府町俣野470 , 471

聖 神 社 社 叢 S 57 . 4 . 9 日 野町黒坂字宮山1794~1796

根 雨 神 社 社 叢 S 59 . 2 . 2 1 日 野町根雨487-1 , 487‐2 , 697 , 698

楽 楽 福 神 社 社 叢 S 60 . 2 . 22 日 南町印賀孝薯驫攣る撚るゐ‐
洲 河 崎 の カ ッ フ H元 . 4 . 18 江府町洲河崎字後山1 149



資料36 鳥取県内に生息 している ｢我が国における保護上重要な動物種｣

絶滅危惧種 (絶滅の危機に瀕 している種または亜種)

類 別 種 名 生 息 状 況

鳥 類 コ ウ ノ ト リ
鳥取市千代川や米子市彦名干拓地な どに と き お り 飛来す る
程度。

イ ヌ ワ シ
県東部の陣鉢山~扇 ノ 山、 佐治村高鉢山周辺で繁殖。 個体
数は非常に少ない。

オ ジ ロ ワ シ
彦名干拓地、 湖山池、 水尻池、 千代川 な どに冬鳥 と し て少
数個体が訪れ る 。

ク マ タ カ
県下一帯の 自然度の高い山城で繁殖が確認 さ れてい る 。 個
体数は少ない。

ヤ イ ロ チ ョ ウ
夏鳥 と し て大山町明間、 三徳山、 若桜町諸鹿な どで記録 さ
れ る 。 繁殖は未確認。

昆 虫 類 オオ ウ フ ギ ソ ヒ ョ ウ モ ソ 大山周辺で。己録さ れていたが、 現在ではほ と ん ど絶滅状態。

危急種 (絶滅の危険が増大 している種または亜種)

類 別 種 名 生 息 状 況

鳥 類 カ ソ ム リ カ イ ツ ブ リ 冬鳥 と し て県下の湖沼や河 口 に飛来。 個体数は多い。

ツ ク シ ガ モ
冬鳥 と して彦名干拓地に毎 シ ー ズ ン 10数羽が飛来、 越冬す
る 。

ミ サ ゴ
留鳥。 各地の河 口 、 湖沼 に飛来 し周辺の低山地で繁殖す る
が個体数は少な い 。

オ オ ワ シ
稀な冬鳥 と して 日 野川 、 彦名干拓地、 賀露海岸で。己録 さ れ
てい る 。

オ オ タ カ 留鳥。 低山地の森林で繁殖 してい る 。

チ ュ ウ ヒ
稀な冬鳥 と して湖山池、 千代川 、 彦名干拓地で。己録 さ れて
い る 。

ハ ヤ ブ サ 留鳥。 海岸の崖地な どで繁殖。 個体数は少な い 。

ヘ ラ シ ギ
旅鳥 と して鳥取砂丘、 千代川河 口 、 天神川河 口 な ど に稀に
飛来。

淡 水 魚 類 ゴ ギ
西伯町上中谷の赤谷 と 日 南町印賀川下阿毘緑周辺で生息が
確認 さ れて い る 。

昆 虫 類 ギ フ チ ョ ウ 各地の丘陵や山地に生息。 個体数 も 比較的多い。

ヒ ョ ウ モ ソ モ ド キ
大山か ら氷 ノ 山にかけての山地草原に局地的にみ られたが、生
息地が牧草地化等でほ と ん ど消失。 絶滅が心配されてい る 。

タ ガ メ
平野部か ら 山間にかけての止水、 静水域に生息。 生息状況
は比較的良好。
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希少種 (存続基盤が脆弱な種または亜種)

類 別 種 名 生 息 状 況

哺 乳 類 ホ ン ド モ モ ソ ガ 広島 ･ 岡山 と の県境沿い山地に生息。

ヤ マ ネ 大山 、 氷 ノ 山~扇 ノ 山山系に生息。

鳥 類 チ ュ ウ サ ギ
夏鳥 と して飛来。 米子市愛宕町山地や倉吉市向山で繁殖す
る 。

ミ ゾ ゴ イ
夏鳥。 大山~船上山にかけての山中で繁殖す る が個体数は
少な い o

ヘ ラ サ ギ
全国的には稀な冬鳥だが、 彦名干拓地では1982年か ら ほぼ
毎シ ー ズ ン越冬。

ク ロ ツ ラ ヘ ラ サ ギ
全国的には稀な冬鳥だが 、 彦名干拓地では1984年か ら “ま ば
毎シ ー ズ ン越冬。

マ ガ ソ
冬鳥 と して彦名干拓地ほかで越冬。 彦名干拓地での越冬個
体数は多い。

ヒ シ ク イ
冬鳥 と し て彦名干拓地や水尻池周辺で観察 さ れ る 。 個体数
は少な い。

コ ハ ク チ ョ ウ
冬鳥。 彦名干拓地や天神川 ･ 千代川下流域な どで観察 さ れ
る 。 個体数 も 多い。

ア カ ツ ク シ ガ モ 冬鳥 と して境港市 と彦名干拓地に ご く 少数が飛来。

オ シ ド リ
平野部では冬鳥だが 、 自 然度の高い山地では留鳥 と し て繁
殖が見 られ る 。

ト モ エ ガ モ 冬鳥 と して多鯰 ヶ 池に飛来。 個体数は少ない。

シ ノ リ ガ モ 冬鳥。 鳥取市賀露海岸や淀江 ･ 大山町の海岸沖に飛来。

ハ イ タ カ
大山以東の山地で繁殖。 冬鳥 と して彦名干拓地な ど に も 飛
来。

オ オ ジ シ ギ 旅鳥 と して大山周辺や扇 ノ 山な どで見 ら れ る 。

セ イ タ カ シ ギ
旅鳥 と して夏期に彦名干拓地や湖山池周辺を訪れ る 。 個体
数は非常に少ない。

コ ア ジ サ シ
夏鳥。 日 野川 ･ 天神川 ･ 千代川 な どの河 口 付近で集団で営
巣す る 。

ブ ッ ポ ウ ソ ウ
ス ギ林の多い山地の森林に夏鳥 と して飛来、 繁殖す る 。 個
体数は少ない。

コ ジ ュ リ ソ 大山で繁殖が確認 さ れてい る 。

両生類 ･ 爬 虫類 タ イ マ イ 日 本海沿岸沖に生息。

ア カ ウ ミ ガ メ 日 本海沿岸沖に生息。 前種よ り 確認例は多い。

オ オ サ ン シ ョ ウ ウ オ 天神川 、 日 野川の両水系に主要な生息域があ る 。

昆虫類 ク モ 類 ラ ビ ロ ソ ウ
千代川河 口 の十六本松で生息が確認 さ れて い る が 、 生息地
は危険な状態にあ る 。
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オオチ ャ イ ロ ハナム グ ノ 髪期さ脾で生息が確認 さ れてい る が 、 近年個体数の減
キ マ ダ ラ ル リ ツ メ

生息地は散在す る が 、 各地の平野部 斤陵地に比較的多い
ク ロ シ ジ 、 露黎山地や大山周辺な どの開けた高原の疎林林縁に生
コ マ シ ジ 、 樫貪夏山地草原に生息す る が ･ 道路工事等に よ り 激減
オ オ ム フ サ キ 讓鬱各地の低山地か ら ブナ帯 ま で生息地 ‐ 個体数 と も
キ シ ノ ウ エ ト タ テ グモ

鳥取市久松山に生息す る が個体数は非常に少な い

礬部と 中部の数カ所の神社林な どで生息が確認 さ れれ 、

類 別 種

地域個体群(保護に留意すべき地域個体群-地域的に孤立 している個体群で、 絶滅のおそれが高いもの )
類 別 種 名 生 島

類 霧,籾山“蓼.氷個体擬 氷 ノ 山周辺お よ び7中 ノ 山~東山周辺に生息す る ツ キ ノ ワ グ
マ が こ れに含 ま れ る 。 本種の生息は こ れ ら 県東部の 自然度の高い山地に限 ら れ る 。

鳥類につ いては 、 迷鳥 ま たは冬鳥 と し て非常に稀に 。己録 さ れ る だけの種は 、 こ の表か ら 省略 し た。
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資料37 温泉地別利用状況

平成 9 年 3 月 現在

温泉地名
源泉数
(A十B)

利用源泉数
(A )

鯏棘赦⑬
温 度 別
利 用 源 泉 数 平均

温度
℃

ゆ う 出 量

合 。十
“ / 分

主た る泉質
25 ℃

未満

25 ℃ 以 上

42 ℃ 未満

42 ℃

以 上
自 噴 動 力

※

岩井温泉 9 1 3 5 1 3 47 . 1 1 , 000 . 4

カ ル シ ウ ム ･ ナ

ト リ ウ ム 一硫酸
塩泉

鳥取温泉 30 19 11 4 15 45 . 6 994 . 5
ナ ト リ ウ ム ‐塩

化物 ･ 硫酸塩泉

※

吉 岡温泉 9 4 5 1 3 52 . 7 891 . O 単純温泉

浜村温泉 25 20 5 O 7 13 53 . 4 926 . 7

ナ ト リ ウ ム ･ 力

ル シ ウ ム ー塩化

物 ･ 硫酸塩泉

※

鹿野温泉 10 7 3 7 60 . 1 950 . 7 単純温泉

羽 合温泉 11 7 4 1 6 55 . 5 1 , 941 . 9

ナ ト リ ウ ム ･ 力

ル シ ウ ム ー塩化

物 ･ 硫酸塩泉

東郷温泉 51 20 31 3 17 72 . 7 1 , 029 . 6 "7

三朝温泉 94 30 43 21 21 52 52 . O 1 , 993 . 1 単純放射能温泉

※

関 金温泉 24 1 16 7 1 9 7 42 . 1 392 . 2 ろッ

皆 生温泉 23 19 4 2 17 65 . 9 4 , 616 . 2

ナ ト リ ウ ム ･ 力

ル シ ウ ム ー塩化

物泉

そ の 他 27 4 12 1 1 2 14 30 . 8 2 , 609 . 9

寸 313 36 170 107 3 63 140 53 . 8 17 , 346 . 2

住) ( 1 ) 平均温度は 、 温泉地の全ゆ う 出熱量を 、 全ゆ う 出量で割 っ た も のであ る 。

(2) 温泉地名欄※印は国民保養温泉地指定温泉地を示す。
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資料38 温泉資源保全調査状況

温泉地名＼~~、邇査状況 調 査 年 度 掲 査 内 容 掲 査 (千費円 )

皆 生 昭和52年度~54年度
調 査

試験井掘 削 ( 3 井 )
35 , 700

三 朝 昭和55年度~56年度
調 査

試験丼掘 削 ( 5 井 )
37 , 35 1

東 郷 ･ 羽 合 昭和56年度~58年度
調 査

試験丼掘 削 ( 6 井 )
70 , 480

浜 村 昭和58年度~60年度
凋 査

試験丼掘 削 ( 5 井 )
36 , 298

関 金 昭和60年度~62年度
調 査

試験丼掘 削 ( 4 井 )
48 , 268

鹿 野 昭和62年度~平成元年度
調 査

試験丼掘 削 ( 4 井 )
48 , 4 14

岩 井 平成元年度~ 3 年度
調 査

試験井掘 削 ( 3 井 )
43 , 976

吉 岡 平成 3 年度~ 5 年度
調 査

試験井掘 削 ( 4 井 )
59 , 2 10

鳥 取 平成 5 年度~ 7 年度
調 査

試験丼掘 削 ( 3 井 )
68 , 084
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